
　食
品
・
生
活
用
品
・
住
居
と
い
っ
た

主
と
し
て
営
利
企
業
が
供
給
し
て
い
る

も
の
や
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
行
政
・

営
利
企
業
・
N
P
O
な
ど
が
連
携
し
て

供
給
し
て
い
る
も
の
を
、
災
害
時
に
は

慣
れ
な
い
地
方
自
治
体
だ
け
で
供
給
す

る
こ
と
に
な
る
法
制
度
が
被
災
者
支
援

の
混
乱
原
因
で
す
。
そ
の
た
め
、
行
政

以
外
の
担
い
手
も
一
緒
に
災
害
対
応
を

行
う
こ
と
、
特
に
支
援
が
必
要
な
か
た

を
支
援
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
る
平
時

の
ケ
ア
の
担
い
手
が
被
災
者
支
援
を
行

う
こ
と
が
大
切
で
す
。
災
害
ケ
ー
ス
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
は
こ
れ
ら
を
促
し
「
餅
は

餅
屋
」
で
被
災
者
支
援
を
行
う
仕
組
み

で
す
。
市
レ
ベ
ル
で
の
体
制
整
備
は
先

進
的
で
あ
る
た
め
、
岡
崎
市
の
今
後
の

取
り
組
み
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

誰一人取り残さない災害対応のために
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Message

詳しくは、岡崎市
防災ポータル
ホームページで。

既存の情報 総合窓口 訪問調査 訪問調査

災害後、被災者は様々な不安や困りごとを
抱えることがあります。また、一人ひとり
状況は異なります。

支援の対象に該当するか不明で
窓口訪問をためらうかたにも、
訪問調査（アウトリーチ）をする
ことで支援の漏れを防ぎます。

被　災　者

多機関
協働

支援対象の選定
集約・整理した情報から複合的な
課題解決に向けたマネジメントが
必要なケースを選定する。

支援実施
法的相談・雇用就労・
住宅再建・保健福祉の
専門家、N P Oなどに
よる支援や相談を被災
者につないで、生活問
題の解決を図る。

対象別
ケース会議

多機関が参加できる
会議で、個別の支援
方針を協議する。

支援計画作成
ケース会議での協議を受けて支援
方針を計画としてまとめる。支援
開始後も進捗状況を確認する。

保健
福祉

法的
相談

住宅
再建

雇用
就労

システムによる情報の集約・整理

特徴
11

2

メリット

災害ケースマネジメントを進めることで、被災者一人ひとりに寄り添った支援を目指します。

菅野先生も講演された
令和5年12月23日の

「誰一人取り残さない災害対
応のために in OKAZAKI」
の様子をYouTubeで視聴
できます！

様々な専門家同士が連携するこ
とで、個々のニーズに合わせた
支援を計画し実施します。

メリット

多機関協働
特徴
2
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災害は突然襲ってくるものです。

その時、誰もが「被災者」になるかもしれません。

家が倒壊、
住宅ローンが残っている。
しかも、失業…

家の片付けが大変。
市役所へ行く時間も
手段もない…

小さな子どもがいて
避難所生活が心配…

相談できるところが
わからない…

持病のある家族を抱えて、
自分もけがをして
しまった…

何から
やれば…

費用が…

どうすれば…

誰に相談
すれば…

※南海トラフ巨大地
震発生時・過去地震

最大モデル

Case

岡崎市の
被害予測

※

全壊・焼失棟数

約3,900棟
半壊棟数

約11,000棟
［冬の夕方18時に

発生の場合］

　
災
害
発
生
後
、
被
災
者
は
家
屋
の
被
害
を
は
じ
め
と
し
て
、
経
済
、
就
労
、

病
気
、
障
が
い
、
年
齢
な
ど
の
状
況
に
応
じ
た
様
々
な
困
難
を
同
時
に
抱
え
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
、
従
来
行
わ
れ
て
き
た
支
援
だ
け
で
は
取

り
残
さ
れ
る
人
が
出
て
来
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
本
市
で
は
、
多
様
な
困
難
を
抱
え
る
か
た
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
支
援
を

行
う
こ
と
を
目
指
し
、
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
被

災
者
支
援
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
被
災
者
一

人
ひ
と
り
の
被
災
状
況
や
課
題
な
ど
を
把
握
し
た

上
で
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
家
と
連
携
し
な
が

ら
、
課
題
解
決
に
向
け
て
支
援
す
る
こ
と
に
よ

り
、
被
災
者
の
自
立
・
生
活
再
建
が
進
む
よ
う
に

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
取
組
の
こ
と
で
す
。

　被
災
後
の
生
活
は
、
行
政
だ
け
で
は
解
決
が
難

し
い
問
題
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
時
か

ら
様
々
な
専
門
家
同
士
の
つ
な
が
り
を
つ
く
っ
て

お
き
、
災
害
時
に
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
岡
崎
市
災
害
ケ
ー

ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
会
議
　
に
よ
り
、
支

援
体
制
の
構
築
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

事
務
局
／
防
災
課

構
成
員
／
学
識
経
験
を
有
す
る
か
た
、
そ
の
他

市
長
が
必
要
と
認
め
る
か
た（
保
健
・

福
祉
、
雇
用
・
就
労
、
法
的
相
談
、

住
宅
再
建
な
ど
の
関
係
者
を
予
定
）

内

　容
／
実
施
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項
を

調
査
、
審
議

防
災
課
　

Л
23
Д
6
8
9
8
　

Я
23
Д
6
6
1
8

個
人
も
世
帯
も
丸
ご
と
支
援
!

災
害
ケ
ー
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

皆さんの「どうしよう…」を解決するため、
岡崎市では

を進めています。
『災害ケースマネジメント』

災害対策特集
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